













いて－天保 7 年 (1836) を事例として－」（『鶴見大学
紀要』第 55 号第 4 部、平成 30 年）においては、天保















第 1 章　天保 8 年（1837）の脇荷貿易
既に考察したように、1835 年（天保 6）の段階で、
バタヴィア政庁によって 1836 年 ( 天保 7) から 1838
年 ( 天保 9) までの 3 年間の脇荷貿易賃借人として、
商人ヘーフェルスとファン ･ ブラーム de kooplieden 
Gevers en van Braam が決められた。(1) 同賃借人とバ
タヴィア政庁の一部局である物産民間倉庫局長 den 




の間で 1835年 (天保 6)7月 4日付の契約書が交わされ、
上記 3 年間はこの契約書に基づいて脇荷貿易がおこな
われたと考えられる。したがって、本稿の考察対象で








注された阿蘭陀通詞作成の注文書 Eisch van Kambang 






















さて、天保 8 年は、バタヴィアからオランダ船 1 艘
トゥエー・コルネリッセン号 Twee Cornelissen が長崎
港に入津している。この船には、前年につづいて脇荷










Opgave der onderstaande artikelen, welke door den 

























































Globale aantooning van de inkoopwaarde der goederen, dit 
jaar door den Kambangpachter naar Batavia uitgevoerd.（今
年、脇荷貿易賃借人によりバタヴィアへ輸出される商
品の購入価額概算書）(9) が残されている。本史料は、
出島において、1837 年 11 月 18 日（天保 8 年 10 月 21









だろうか。商館長ニーマンの署名をもつ 1837 年 11 月
18 日付の Calculatieve aantooning van het resultaat dat de 





















































合計  3,823.25 グルデンとなっており、以上のことか



















の 20,000 カンバンテール分およびその経費 6％も「前
年度の繰越資金」により補われたという形をとってい
るのであろうか。もし、そうであったとすると、少





































しかし、この見積書はあくまでも 1837 年 11 月 18 日
時点での出島における計算書である。後に、損失額が
上記のように多額であったことより、政庁は賃借権料









ン・フェルボント号 Schoon Verbond が長崎港に入津
している。この船には、前年・前々年同様、賃借代理
人のリスールが乗船してきた。リスールが持ち渡っ
た輸入品を記す「送り状」Factuur (17) は、1838 年 6 月


















一、椰子油  三百三十箱程     
一、黒檀    一万斤程   
一、サホン   四千斤程    
一、ｱﾝﾎﾝｳｦﾙﾄﾙﾎｳﾄ 六千二百斤程






























ため、「積荷目録」のそれぞれの商品名欄には A ～ M










































6）7 月 4 日付で賃借人とバタヴィア政庁との間で結
ばれた契約書に原則として基づいておこなわれていた
と考えられる。しかし、天保 9 年の場合は、脇荷物の
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部、平成 30 年）225 頁参照。
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MS. N.A. Japans Archief, nr. 1458(K.A. 11811). (Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-86-13).  
(5) 「崎陽齎来目録」六（早稲田大学図書館所蔵）。





(9) Globale aantooning van de inkoopwaarde der goederen, dit 
jaar door den Kambangpachter naar Batavia uitgevoerd. [Japan 
Portefeuille No. 35. 1837] MS. N.A. Japans Archief, nr. 1458 (K.A. 
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(Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-86-12).    
(11) 註 (1) 参照、227 頁。
(12) 「1835 年のカンバン賃借において〔賃借人が〕受け取る
収益の見積書」Calculatieve aantooning van het voordeel in 
1835 op de Kambang pacht genoten には、「輸出品の総額」De 
uitgevoerde goederen bedragen が記されている。（拙稿「賃借
人の登場－近世後期におけるオランダ船脇荷貿易システム
の改変とその実態－」『洋学』第 23 号、平成 28 年、19 頁）







(1836) を事例として－」『鶴見大学紀要』第 55 号第 4 部、
平成 30 年、237 ～ 239 頁）さらにまた、後年、20,000 カ
ンバンテールがバタヴィア政庁の脇荷貿易に対する投入資
金とされていることより、表 4 で示した輸出品総額 80,000
カンバンテールと史料 1 で示した 60,000 カンバンテール
との差額 20,000 カンバンテールはこの投入資金であった
可能性も考えられる。（Kontrakt onder nadere goedkeuring 
der Regering gesloten tusschen den waarnemend Directeur der 
Producten en Civiele Magazijnen namens het Gouvernement, en 
den Heer C: Lissour krachtens de autorisatie verleend bij besluit 
van den 8 April 1838 No. 7. [Japan Portefeuille No. 36. 1838] 
MS. N.A. Japans Archief, nr. 1459 (K.A.11812). (Tōdai-Shiryō 
Microfilm: 6998-1-87-2).  Extract uit het Register der Besluiten 
van den Vice President Waarnemenden Gouverneur Generaal van 
Nederlandsch Indië. Buitenzorg, den 1en.   Mei 1842. Ingekomen 
江戸時代後期における賃借人の脇荷貿易について
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Stukken 1842. [Japan Portefeuille No. 40. 1842] MS. N.A. Japans 
Archief, nr. 1463(K.A. 11816). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 6998-1-
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1839. Ingekomen stukken 1839. [Japan Portefeuille No. 37. 1839] 
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Microfilm: 6998-1-87-17).  
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(19) 註 (1) 参照、227 頁。なお、契約書第 7 条の全文は以下のよ
うである。「賃借人によって、日本に持ってこられる全て
の商品の内、カンバン貿易で実際に少なくとも 3 分の 2 が





(20) Verslag aan den Directeur van ’s Lands Producten en Cive. 
Magazijnen 1838. [Japan Portefeuille No. 36. 1838] MS. N.A. 
Japans Archief, nr. 1459 (K.A. 11812). (Tōdai-Shiryō Microfilm: 
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(21) 註 (1) 参照、227 頁。
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